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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置に表示結果が導出されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果に応
じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　ゲームを進行させる制御を行う遊技制御手段を搭載した遊技制御基板と、
　所定の演出を行う演出装置と、
　前記遊技制御基板と通信可能に接続され、前記遊技制御手段から送信された制御情報の
受信に基づき前記演出装置の演出の制御を行う演出制御手段を搭載した演出制御基板と、
　を備え、
　前記遊技制御手段と前記演出制御手段とは当該遊技制御手段から当該演出制御手段への
一方向通信のみ可能に接続されており、
　前記遊技制御手段は、
　前記遊技制御手段を構成するマイクロコンピュータが動作を行うためのデータを読み出
し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有し、前記スロットマシンへの電力供給が停止
しても該記憶領域に記憶されているデータを保持することが可能な遊技データ記憶手段と
、
　所定の設定操作手段の操作に基づいて、入賞の発生が許容されるか否かが決定される割
合が異なる複数種類の許容段階のうちから、いずれかの許容段階を選択する許容段階選択
手段と、
　前記許容段階選択手段により選択された許容段階を示すデータを前記遊技データ記憶手
段の記憶領域に割り当てられた許容段階記憶領域に設定する許容段階設定手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に、前記許容段階記憶領域に記憶されてい
る許容段階を示すデータを読み出し、該読み出したデータが示す許容段階に応じた割合で
、遊技者にとって有利な特別遊技状態への移行を伴う特別入賞を含む入賞について発生を
許容するか否かを決定する事前決定手段と、
　前記事前決定手段によりいずれかの入賞の発生を許容する旨の決定がなされたときに、
該入賞の発生を許容する旨の決定を示す決定情報を、前記遊技データ記憶手段の記憶領域
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に割り当てられた決定情報記憶領域に設定する決定情報設定手段と、
　前記決定情報設定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨の決定を示す特別決定情
報が前記決定情報記憶領域に設定され、該許容された特別入賞が発生しなかったときに、
前記特別決定情報を次ゲーム以降に持ち越す持越手段と、
　前記遊技制御手段の起動時に、前記遊技データ記憶手段に記憶されているデータが正常
か否かを判定する遊技記憶データ判定手段と、
　前記遊技記憶データ判定手段により前記遊技データ記憶手段に記憶されているデータが
正常ではないと判定されたときに、ゲームの進行を不能化するデータ異常時不能化手段と
、
　前記データ異常時不能化手段により前記ゲームの進行が不能化された状態において、前
記設定操作手段の操作に基づいて前記許容段階設定手段により前記許容段階が新たに設定
されたことを条件に、前記ゲームの進行が不能化された状態を解除し、ゲームの進行を可
能とするデータ異常時不能化解除手段と、
　前記設定操作手段の操作に基づいて前記許容段階設定手段により前記許容段階が新たに
設定される場合に、前記決定情報記憶領域を含む前記遊技データ記憶手段に記憶されてい
るデータを初期化する遊技初期化手段と、
　前記遊技初期化手段により、前記決定情報記憶領域を含む前記遊技データ記憶手段に記
憶されているデータが初期化された場合に、その旨を示す初期化情報を前記制御情報とし
て前記演出制御手段に対して送信する初期化情報送信手段と、
　前記遊技記憶データ判定手段により前記遊技データ記憶手段に記憶されているデータが
正常であると判定されたときに、前記遊技データ記憶手段に記憶されているデータに基づ
いて該遊技制御手段の制御状態を復帰させる遊技制御状態復帰処理を実行する遊技制御状
態復帰処理手段と、
　前記遊技制御状態復帰処理手段が、前記遊技制御手段の制御状態を復帰させる場合に、
前記決定情報記憶領域に特別決定情報が記憶されているか否かを判定する特別決定状態判
定手段と、
　前記遊技制御状態復帰処理手段が、前記遊技制御手段の制御状態を復帰させる場合に、
前記特別決定状態判定手段による判定結果を特定可能な復帰情報を前記制御情報として前
記演出制御手段に対して送信する復帰情報送信手段と、
　を含み、
　前記演出制御手段は、
　前記演出制御手段を構成するマイクロコンピュータが動作を行うためのデータを読み出
し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有し、前記スロットマシンへの電力供給が停止
しても該記憶領域に記憶されているデータを保持することが可能な演出データ記憶手段と
、
　前記演出制御手段の起動時に、前記演出データ記憶手段に記憶されているデータが正常
か否かを判定する演出記憶データ判定手段と、
　前記演出記憶データ判定手段により前記演出データ記憶手段に記憶されているデータが
正常ではないと判定されたとき、または、前記初期化情報送信手段から送信された初期化
情報を受信したときに、前記演出データ記憶手段を初期化する演出初期化手段と、
　前記演出記憶データ判定手段により前記演出データ記憶手段に記憶されているデータが
正常であると判定されたときに、前記演出データ記憶手段に記憶されているデータに基づ
いて該演出制御手段の制御状態を復帰させる演出制御状態復帰処理を実行する演出制御状
態復帰処理手段と、
　前記演出制御手段が起動した後、前記遊技制御手段の起動時に送信される前記初期化情
報または前記復帰情報を受信するまで待機し、前記遊技制御手段から送信された前記初期
化情報または前記復帰情報を受信したことを条件に、前記演出制御手段の制御状態に基づ
く前記演出装置による演出の出力を開始させる出力開始手段と、
　前記復帰情報を受信し、該復帰情報から前記特別決定情報が記憶されている旨が特定さ
れた場合に、前記特別入賞の発生が許容されている旨を必ず前記演出装置にて報知させる
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報知制御を行う起動時報知制御手段と、
　を含む
　ことを特徴とするスロットマシン。
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